
屋外広告物の安全管理について

近年、全国的に適切に管理されていない屋外広告物等が、老朽化等により倒壊
又は落下する事故が発生しており、屋外広告物の安全性の確保が課題となって
います。
本市では屋外広告物の安全性の確保のため、管理義務の明確化や点検の義務化
を目的として、令和3年7月に白河市屋外広告物等に関する条例の一部を改正
しました。また、併せて安全点検管理指針を作成しました。

•表示者（設置者）、管理者、所有者、占有者全員に管理
義務があります。管理義務の明確化

•市内に掲出・表示されている全ての屋外広告物等（貼紙、
貼札等、立看板などの一部の屋外広告物等を除く）を対
象に、安全点検結果の実施が義務づけられます。

安全点検の義務化

•市長の許可を受けて掲出・表示している屋外広告物等は、
許可更新申請の際に、申請前3か月以内に実施した点検結
果を記録した「屋外広告物点検結果報告書」を提出する
ことが義務づけられます。

点検結果の報告義務化

•地上から屋外広告物等の上端までの高さが4ｍを超える
ものは、資格を有する者に点検を行わせなければなりま
せん。また、管理者も有資格者である必要があります。
（許可の要・不要にかかわらず）　

有資格者による点検と管理

【点検実施者・管理者の資格者一覧】
（1）屋外広告士
（2）1級・2級建築士
（3）職業訓練指導員等
（4）日本屋外広告業団体連合会及び
　　  日本サイン協会が実施する点検
　　  技能講習の修了者
（5）その他市長が適当と認める者

点検周期 
表示、設置、

変更時 
災害の発生時 
又は発生後 

設置年数 

３年目 ６年目 ９年目 
１０年超又は設置

時期が不明 

点検方法 標準点検 

目視点検 
※報告義務無 

目視点検 目視点検 標準点検 
３年以内ごとに

標準点検 

目視で安全性の判断ができない場合等は標準点検又

は詳細点検を実施 
上記点検では安全性の判断ができ

ない場合は、詳細点検を実施 

 

白河市屋外広告物安全管理指針(令和3年7月制定)
日常の補修や管理に加えて、屋外広告物等の表示、設置、変更時に経過年数や設置状況に応じ
て必要な点検を行い、安全性の確認をお願いします。

点検結果記録に点検の実施状況が分かる書類（作業の写真、点検を委託した場合は契約書その
他必要な書類等）とあわせて、当該屋外広告物等が除却されるまでの間、所有者、占有者、管
理者等の関係者で共有し、保管してください。 

《問い合わせ先》白河市役所建設部都市計画課　都市政策係　☎0248-28-5534



～よくある質問～

Q.建物の外壁面に直接ペンキで会社名を描画しています。
地上から会社名までの高さは4ｍを超えているため、有資格者の点検が必要でしょうか。

建物の外壁面に描画により表示している屋外広告物については、有
資格者による点検は不要です。補修やその他必要な管理を怠らない
ようにし、良好な状態を保持するようお願いします。

Q.点検を行う際に撮影するカラー写真は、どの部分を撮ればいいでしょうか？

屋外広告物等の全体の現状を撮影したもの、点検作業の状況を撮影したもの（異常箇所の
状況など）、修繕を行う場合は、修繕前後の状態が分かるものを撮影してください。

Q.点検できる有資格者を探したいのですが。

福島県内であれば、下記の業界団体にご相談下さい。
・福島県屋外広告美術協同組合　☎024-524-0937

Q.書類の押印は必要ですか？

押印は不要です。

Q.許可が不要な屋外広告物等の所有者です。
市内の全ての屋外広告物等の安全点検が義務化されたとのことですが、点検結果
は市へ報告する必要はありますか？ 

許可が不要な屋外広告物等は、点検結果を市へ報告する必要はありませんが、当該屋外広
告物等が除却されるまでの間は点検結果を保管してください。
許可を受けている屋外広告物等は、3年に1度の許可更新の際、更新申請書とあわせて点検
結果報告書を提出する必要があります。白河市では安全点検指針を定めておりますので、
こちらの指針に沿って点検を行い、良好な状態を保つように管理を行ってください。

白河市屋外広告物安全管理指針
● ● ●

Q.必要な手続きを確認したい。 

白河市のホームページにて許可申請の手引きや必要な様式を
ダウンロードできますので、そちらをご覧ください。
※下記の区域で、屋外広告物を表示、掲示する場合には
書面での事前協議が必要となりますので、ご注意ください。
景観計画重点区域
（小峰城跡・白河駅周辺地区、南湖公園周辺地区、白河関跡周辺地区）
城下町地区、新白河駅周辺地区
 

　　　白河市ホームページ
（屋外広告物の許可申請について）


